
‭大学院大学至善館　社会連携・社会貢献に関する方針‬

‭2023年12月14日制定‬

‭大学院大学至善館は、本学の理念（建学の精神、ミッション、パーパス）並びにその目的に‬
‭基づき、社会連携・社会貢献に関する方針を定める。‬

‭１．企業・中央官庁・地方自治体・市民セクターとの連携‬
‭●‬ ‭豊穣で安寧な人類社会の実現に向けて、社会を構成する多様なステークホルダー‬

‭（企業・中央官庁・地方自治体・市民セクター）と連携・協働し、新たな知の創出‬
‭と社会への貢献に取り組む。‬

‭２．国際連携‬
‭●‬ ‭人間的で、公正で、包摂的で、持続的な経済社会の実現にむけ、同じ志をもった世‬

‭界の識者やリーダーたちとともに議論し、その成果を国際社会へ発信、提供するた‬
‭め、積極的に海外の教育・研究機関及び、国際機関との連携・協働を行う。‬

‭３．地域連携‬
‭●‬ ‭グローバルに活動するうえでは、自分たちのローカルなアイデンティティが基礎に‬

‭なるという信念のもと、中央区および日本橋地域を教育研究活動の重要なパート‬
‭ナーと位置付け、積極的に連携・協働するとともに、そのコミュニティと地域活動‬
‭への貢献を目指す。‬

‭４．アルムナイネットワーク‬
‭●‬ ‭卒業生（アルムナイ）を本学の教育価値創造における重要な構成員と位置付け、ア‬

‭ルムナイネットワークの構築を積極的に進め、卒業後も継続的に連携・協働を行う‬
‭とともに、教育研究成果について積極的に発信する。‬

‭以上‬


